
母
成
峠
の
陣
地
跡

明
治
維
新
・
戊
辰
戦
争
で
は

最
も
よ
く
残
さ
れ
た
遺
構
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福
島
県
耶
麻
郡
猪
苗
代
町
と
郡
山
市
熱
海
町
と
の
境
に
位
置
す
る
母
成(

ぼ
な
り)

峠
に
は
、
県
道
に
分
断
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
街
道
と
、
戊
辰
戦
争
時
に
会
津
藩
が
構

築
し
た
陣
地
跡
が
あ
り
ま
す
。
北
側
の
防
塁
は
、
上
杉
景
勝
時
代
に
築
か
れ
た
防
塁

の
よ
う
で
、
そ
れ
を
再
利
用
し
、
南
側
に
延
長
し
て
戊
辰
戦
争
時
「
胸
壁
」(

き
ょ

う
へ
き)

と
呼
ん
だ
塹
壕
（
ざ
ん
ご
う
）
を
付
け
足
し
て
い
ま
す
。
全
長
約
四
三
〇

㍍
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
営
林
署
が
築
い
た
火
防
壁
も
あ
り
ま
す
。

慶
応
四
年(

一
八
六
八
）
八
月
二
十
一
日(

現
在
の
十
月
六
日)

西
軍
は
、
東
か
ら

土
佐
の
谷
干
城
が
約
一
千
人
で
進
攻
、
本
道
を
土
佐
の
板
垣
退
助
、
薩
摩
の
伊
地
知

正
治
が
約
千
三
百
人
、
薩
摩
の
川
村
純
義
が
約
三
百
人
で
攻
め
て
き
ま
す
。

峠
頂
上
に
は
、
会
津
藩
の
田
中
源
之
進
、
旧
幕
府
軍
の
秋
月
登
之
助
、
大
鳥
圭
介
、

新
選
組
の
土
方
歳
三
や
斎
藤
一
、
二
本
松
藩
の
丹
羽
丹
波
や
会
津
藩
の
農
民
で
組
織

さ
れ
た
約
八
百
人
が
、
防
塁
や
塹
壕
を
掘
っ
て
守
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
西

軍
は
二
十
五
人
、
東
軍
は
農
民
三
十
二
人
を
含
む
八
十
八
人
が
戦
死
。
二
十
二
日
、

西
軍
は
集
落
に
火
を
つ
け
な
が
ら
会
津
若
松
市
の
戸
ノ
口
原
ま
で
進
攻
し
ま
す
。
猪

苗
代
城
代
の
高
橋
権
太
夫(

五
百
石
）
は
自
ら
猪
苗
代
城
と
藩
主
保
科
正
之
公
を
祀

っ
た
土
津
神
社
に
火
を
放
ち
退
却
し
ま
す
。
二
〇
〇
〇
年
に
石
田
発
見
。

参
考
「
国
境
に
造
ら
れ
た
攻
守
の
遺
構
」
会
津
若
松
市
史
研
究

石
田

南端には、大砲を据え
た台場があります。

１８６８年に会津藩が築いた深さ
０．８メートルのざんごう跡

１６００年に築かれた防塁を改修したと思われ
る高さ約４メートルの防塁跡

台場

駐車


